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会 議 録 

会議の名称 令和５年４月定例教育委員会 

開催日時 令和５年４月 28 日 15時 15 分開会 16時 34分閉会  

開催場所 つくば市役所本庁舎４階 会議室 401 

事務局 教育局教育総務課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

教育長 森田 充 

委 員 倉田 廣之 

委 員 柳瀬 敬 

委 員 和泉 なおこ 

委 員 成島 美穂 

委員以外の

出席者 

教育局長 吉沼 正美 

教育局次長 坂田 博之 

教育局次長 久保田 靖彦 

教育総務課長 山岡 めぐみ 

学務課長 下田 裕久 

教育施設課長 鈴木 聡 

健康教育課長 柳町 優子 

学び推進課長 岡野 知樹 

特別支援教育推進室長 中島 澄枝 

総合教育研究所長 山田 聡 

教育相談センター所長 久松 和則 

生涯学習推進課長 澤頭 由紀子 

文化財課長 石橋 充 

中央図書館長 柴原 徹 

中央図書館副館長 沼尻 祐一 

教育局企画監 青木 孝之 

公開・非公開 □公開 □非公開 ■一部公開 傍聴者数 ２人 

会議次第及び

議事 

 

１ 開会 

２ 議事録承認 

３ 教育長の報告 

４ 案件 
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(1)議案第 31号 学校事務共同実施グループにおける総括グループ長及

び総括副グループ長の任命について（非公開） 

(2)議案第 32号 令和５年度学校事務共同実施協議会構成員の指名につ

いて（非公開） 

(3)議案第 33号 令和５年度つくば市一般会計予算案（６月補正予算）

に同意することについて（非公開） 

(4)報告第 15号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について

（コミュニティ・スクール協議会委員の任命）（公

開） 

(5)報告第 16号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について

（つくば市教育委員会職員の人事異動）（公開） 

５ その他 

６ 閉会 

◎会議の大要 

１ 開会 

森田教育長 つくば市教育委員会会議の令和５年４月定例会を開催いたします。総

合教育会議に引き続き、本当にありがとうございます。スムーズに進行

していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

２ 議事録の承認 

森田教育長 

 

 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

 

初めに議事録の承認です。３月臨時会及び３月定例会議事録は、委員

の皆様に事前に確認していただいておりますが、その後、さらに修正等

がないようでしたら、議事録を承認することとしたいと思います。よろ

しいでしょうか。 

 

はい。 

 

それでは内容を承認することとします。署名人ですが、臨時会分を和

泉委員に、定例会分を成島委員にお願いします。よろしくお願いしま

す。 

３ 教育長の報告 

森田教育長 

 

今日は２点報告させていただきたいと思います。 

１点目が新設校の開校の状況です。香取台小学校、それから研究学園
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小中学校の開校式の際には、皆様にもご出席をいただきましてありがと

うございました。３校とも順調にスタートを切っていると感じていま

す。先日、研究学園小学校にお邪魔して授業を見せていただきました

が、落ち着いているという印象です。先生方も、新設校であることによ

る大変さもあるかもしれないですが、新しい学校を自分たちで作る、子

供たちと作るという意欲に満ちた、生き生き感のようなものをすごく実

感することができました。子供たちも本当にいい顔をして生き生きと勉

強している感じもしました。校長先生とお話をしたところ、保護者の

方々もすごく協力的で、登校等も心配されるものの、保護者の方々も協

力して安全確保に努めてくれているということでした。これからもしっ

かり私たちも指導助言しながら、一緒に良い学校づくりに努めていきた

いと思います。 

２点目が校内フリースクールの新設の状況です。詳しくは最後に各担

当からお話をしたいと思います。昨年度から実施している谷田部中・茎

崎中・高崎中では引き続き通級者がいるというところです。谷田部中も

担任・担当の変更はありましたが、スムーズに引き継ぎができて運営さ

れているという状況です。茎崎中と高崎中においても、今年度配置され

た支援員が早速良い関係を作って、コミュニケーションをとりながら、

一人一人に向き合っているという状況です。今年度新設の中学校につい

ては、小学校も含めて、周知を図るとともに、そのところを一緒に見に

行くことを行っている状況です。入級の状況については、中学校は１人

というところもあれば、５人ぐらいの子が入りそうだという学校もある

ようです。指導支援員の方も、研修を行いながら、対応ができるように

進めていきたいと思っています。ただ、22校がスタートしたわけです

が、今のところ支援員は 17人が決定しており、５校についてはまだ確保

できてない状況です。面接を受ける人が出てきていますので、これから

も随時募集していきたいと思います。学校は定期的に不登校防止のため

の推進会議を開いて全校で支援する体制づくりに努めてくれているとい

う状況だと思います。詳しくは最後にまた報告させていただきます。 

ではここで令和５年度人事異動もありましたので、教育局の職員を改

めてここで紹介させていただきたいと思います。吉沼教育局長お願いし

ます。 
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吉沼局長 

 

森田教育長 

 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

 

 

（職員紹介） 

 

本日は議案が３件と報告が２件です。いつものように、非公開案件を

先に審議して、後に公開案件を審議することとしたいと思っておりま

す。議案第 31号及び第 32号は人事案件のために、議案の第 33号は議会

案件のために、非公開としたいと思っています。報告の２件について

は、公開ということで進めたいと思いますが、委員の皆さんそれでよろ

しいでしょうか。 

 

はい。 

 

ではそのように進めさせていただきます。それでは、非公開の案件か

ら進めたいと思いますので、傍聴人の方には一度退室をお願いしたいと

思います。 

(1)議案第 31号 学校事務共同実施グループにおける総括グループ長及び総括副グルー

プ長の任命について（非公開） 

森田教育長 

 

山岡教育総務課

長 

森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

議案第 31号について、教育総務課説明をお願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

何か質問はございますか。よろしいですか。では承認することとして

よろしいですか。 

 

はい。 

 

では承認するものとさせていただきます。 

(2)議案第 32号 令和５年度学校事務共同実施協議会構成員の指名について（非公

開） 

森田教育長 

 

山岡教育総務課

長 

森田教育長 

議案第 32号について、教育総務課お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

質問や確認事項がありましたらお願いします。よろしいでしょうか。
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委員一同 

 

森田教育長 

では承認することにご異議ございませんか。 

 

はい。 

 

では承認するものとさせていただきます。 

(3)議案第 33号 令和５年度つくば市一般会計予算案（６月補正予算）に同意することに

ついて（非公開） 

森田教育長 

 

山岡教育総務課

長 

森田教育長 

 

下田学務課長 

 

森田教育長 

 

鈴木教育施設課

長 

森田教育長 

 

柳町健康教育課

長 

 

森田教育長 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

委員一同 

次に議案第 33号、まずは教育総務課お願いします。 

 

 （議案に対する説明） 

 

では次に学務課お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

次は教育施設課、お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

 最後に健康教育課お願いします。 

 

（議案に対する説明） 

 

 

 何か今のことで質問がありましたら、お願いしたいと思います。よろ

しいですか。 

 

 （議案に対する質疑応答） 

 

他はいかがでしょうか。よろしいですか。では承認することとしてよ

ろしいでしょうか。 

 

 はい。 



 

6 
 

 

森田教育長 

 

 では承認するものとさせていただきます。 

(4)報告第 15号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について（コミュニティ・ス

クール協議会委員の任命）（公開） 

森田教育長 

 

 

 

澤頭生涯学習推

進課長 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

成島委員 

 

森田教育長 

 

澤頭生涯学習推

進課長 

森田教育長 

 

 

 

 

澤頭生涯学習推

進課長 

 

 非公開案件が終了しまして公開案件になりますので、傍聴人の方は入

室をお願いします。では、公開案件に入ります。報告第 15号について、

生涯学習推進課お願いします。 

 

報告第 15号臨時に代理した事務の管理及び執行の状況についてご説明

いたします。代理した事務といたしまして、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第 47条の５及びつくば市コミュニティ・スクール協議会

に関する規則の規定による、コミュニティ・スクール協議会委員の任命

になります。対象は吾妻学園で、任命した委員の名簿は別紙のとおりと

なっております。任期は令和５年４月１日から令和６年３月 31日までで

す。よろしくお願いいたします。 

 

はい。ただいまの説明に関して質問や確認事項がありましたらお願い

します。はい。どうぞ成島委員。 

 

こちらは昨年度から継続されている方もいらっしゃるのですか。 

 

はい。生涯学習推進課長。 

 

全員ではございませんが、ほぼ継続となっております。 

 

去年は推進会議だったので、推進委員という役職でしたが、今年度は

正式に協議会になったので、協議会委員となっていて、去年推進委員

だった方で協議会委員として継続している方も多いということですか

ね。 

 

はい。ありがとうございます。補足させていただきますと、協議会に

なりましたので、年数のカウントは改めて１年目となります。 
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森田教育長 

 

委員一同 

 

森田教育長 

はい。他はいかがでしょうか。よろしいですか。 

 

はい。 

 

では、報告の通りとさせていただきます。 

(5) 報告第 16号 臨時に代理した事務の管理及び執行の状況について（つくば市教育委

員会職員の人事異動）（公開） 

森田教育長 

 

山岡教育総務課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

次に報告第 16号について、教育総務課お願いします。 

 

報告第 16号臨時に代理した事務の管理及び執行の状況についてご説明

いたします。つくば市教育局職員の人事異動について、報告書に記載の

職員に対しまして、令和５年４月１日付けで臨時的任用期間の延長の発

令をいたしました。当該職員につきましては、クラス担任１名が不在に

なる期間があり、それまではクラス担任を持つことができなかった、特

別支援教育支援員という形で配置していたところを、クラス担任として

保育をできるようにするために、令和５年１月１日付けで臨時的任用と

いう形で人事発令を行っていた者です。今回引き続き、担任１名が不在

になるため、その任期を令和５年４月１日から令和５年９月 30日まで延

長いたしました。以上です。 

 

はい。ただいまの説明に関して質問確認事項がありましたらお願いし

ます。よろしいですか。 

 

はい。 

 

ではこの報告のとおりとさせていただきます。 

５ その他 

森田教育長 

 

 

 

岡野学び推進課

長 

委員の皆様から校内フリースクールの件について状況を伺いたいとい

う申し出がありましたので、不登校児童生徒支援について、学び推進課

から新年度の報告をお願いします。 

 

先ほど教育長からお話があった以外の部分について現況をお話しさせ

ていただきます。まず、今年度から新たに校内フリースクールが設置さ
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森田教育長 

 

 

成島委員 

 

岡野学び推進課

長 

 

れた中学校等は、今まで別室を登校していた生徒に学校から案内し、要

望があったものについて、運営を開始しているところです。学校の実情

にもよりますが、現在入級者は１人から５名程度と伺っております。各

校とも支援員が丁寧に対応してくれていますので、継続的に通級になっ

ているところです。また、現在も学校への問い合わせや入級を考えてい

るご家庭等がありますので、今後、通級する子供は増えていく見込みで

す。また、義務教育学校等におきましては、後期課程生を中心に現在入

級しておりますが、前期課程生の入級を考えているというケースも見ら

れています。また、学校が広く、連絡が取りづらい等の課題のある学校

では、支援員に校内だけで連絡がとれる手段としてＰＨＳ等を貸し出し

て、登校状況や学習状況をタイムリーに共有できるような工夫を行って

いるところも見られております。また、モデル校となっている小学校６

校についてですが、現在正式な入級者は確認されておりません。しかし

ながら、相談をしながら、入級を考えているご家庭はあります。教室案

内や、担当の支援員とのコミュニケーションを取りながら、Ｓルームが

居場所となるような働きかけを行っている状況です。今後、入級が見込

まれるケースが多いかと思います。 

現在学び推進課では、Ｓルームの環境整備のために備品希望調査を

行っています。各学校から挙げられた希望を取りまとめている段階で

す。また、支援員の配置については、５月１日に新たに配置する方も含

め、５月１日時点で 18 名の配置となっております。支援員の配置のない

学校は、残り４校となっております。今後の課題としまして、支援員の

研修等の充実に力を入れて、支援員の実情に応じた対応をとっていけれ

ばと考えております。簡単ですが、以上です。よろしくお願いします。 

 

何か質問したいことがありましたらお願いしたいと思います。はい。

成島委員お願いします。 

 

モデル校の学校名は出さない方がいいのでしょうか。 

 

出しても大丈夫ですので、お示しさせていただきます。小学校は、谷

田部小学校、大曽根小学校、茎崎第一小学校、茎崎第二小学校、茎崎第

三小学校、香取台小学校の６校です。 
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成島委員 

 

森田教育長 

 

柳瀬委員 

 

 

森田教育長 

 

岡野学び推進課

長 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

岡野学び推進課

 

ありがとうございます。 

 

はい。他はいかがでしょうか。はいどうぞ。 

 

支援員の研修については支援員の実情に応じて行うということです

が、もう少し詳しく教えてほしいです 

 

はい。学び推進課。 

 

今のところはスタートしたばかりで見通しが立たない部分も多いかと

思います。先行実施していた高崎中学校で担当されていた先生を講師

に、運営のあり方や支援の仕方等の基本的な部分は、全支援員に向けて

４月当初に研修を実施したところです。今後実際に運営していく中で、

子供へのケアや、対応のあり方等のご意見をそれぞれ伺いながら、ニー

ズに応じた研修の持ち方を検討していきたいと考えております。以上と

なります。 

 

はい。よろしいですか。はいどうぞ。 

 

検討会議の中で、校内フリースクールについては、今までのやり方を

そのまま各学校に当てはめて良いのかどうかという議論がありました。

その上で、講師を迎えての研修という形よりは、みんなで学習会を開い

ていくというイメージでやって欲しいと要望していました。支援員の実

情に応じてというのは、つまりいろいろな問題を抱えているのであれば

それについての対応策を考えましょうというスタンスだと思いますが、

ニーズを待つのではなくて、情報交換や意見交換が必要だと思うので

す。１回講演を開催して研修をしました、ではまだ不十分だと思いま

す。そういう時間をどのような形で取っていくのでしょうか。 

 

はい。学び推進課どうぞ。 

 

今おっしゃったように、研修のあり方については、対応を中心としつ
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長 

 

 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

 

岡野学び推進課

長 

柳瀬委員 

 

岡野学び推進課

長 

森田教育長 

 

和泉委員 

 

 

 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

つ、皆さんで集まって、それぞれの悩みなど、随時情報交換をしてもら

うというのも一つでございます。ただ、時間の確保につきましては、な

るべく短いスパンでは考えていければと思うものの、勤務時間等もお子

さんの実情に合わせている部分もあり、ある程度まとまった時間を取れ

るのは長期休業中等になるかと思われ、今後十分な検討は必要かと思っ

ています。 

 

スタート時が非常に大事だと思っています。場合によっては、民間に

委託しているフリースクール等も交えて研究会のようなものを行っても

よいかと思います。１年に１回やりました、では少々不十分だと思いま

す。支援員が自主的に行うのは難しいと思うので、学び推進課できちん

と音頭を取って、もっと積極的にやっていただきたいと思います。 

 

貴重なご意見ありがとうございます。 

 

どのような形で行うか、次回の教育委員会で報告をお願いします。 

 

はい。承知しました。 

 

はい。和泉委員どうぞ。 

 

去年の会議の中で、子供と先生、学校、保護者の連携がすごく大事だ

という話があったと思います。支援員がじゃあお願いしますねと放って

おかれることが無いように、支援員と担任、支援を担当する学校の先生

が勤務時間内で一日の活動や過ごし方について報告する時間を確保して

連携を強めていく、このことを研修で盛り込む必要があるかと思いまし

た。その場で 10分でも必ず時間を取るような形が多分やりやすいのかな

と思います。 

 

今までの研修のような形で集まることは難しいとすると、30分ぐらい

時間をきちんと取って、そこへ積極的に参加して情報を共有するなど、

フットワークよく動かないと物理的に難しいかと思います。その辺りに

ついて検討していただければと思います。せっかくオンライン会議が簡
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岡野学び推進課

長 

森田教育長 

 

 

岡野学び推進課

長 

 

 

 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

森田教育長 

 

和泉委員 

 

 

 

 

岡野学び推進課

長 

森田教育長 

 

久保田教育局次

長 

単にできる環境ですので、そのような場を設置したらどうでしょうか。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

時間の取り方をどうするかという点についても、学校でいろいろと

探っていると聞いています。 

 

やはり連携は大事であると考えています。原則的に普通学級への在籍

になり、学ぶ場が多様な場合はそちらで対応することになりますので、

支援員さん任せには当然ならないということです。ですので、例えば中

学校でいえば、担任が責任をもって、空き時間等に行き来したり、そこ

での情報共有を図ったりといった、一対一のコミュニケーションは一日

の中で時間を見つけることで、かなり可能な部分であるかと考えており

ます。そこの部分をさらに今度は職員会議や放課後の時間に職員間で幅

広く共有するような形で進めていると確認しています。 

 

横の支援員同士の学習会はオンラインでもできるのではないでしょう

か。もちろん学校の中でも、かなり頻繁に情報交換をしないと駄目だと

思いますが。 

 

はい。和泉委員どうぞ。 

 

はい。研修に関してもう一つです。このような子供たちに今までずっ

と向き合ってきた、むすびつくばライズ学園の経験と知見をぜひ生かし

て欲しいと思うので、特別に研修を実施してもらうとか、見てもらうと

か、何かしらそういう連携をして欲しいと思っています。 

 

そこの部分についても十分検討して対応して参りたいと思います。 

 

はい。久保田次長。 

 

先日先方のご厚意により、校内フリースクールの支援員を対象にして

開催いただきまして、５名の支援員が参加されたと伺っております。こ
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森田教育長 

 

久保田教育局次

長 

森田教育長 

 

成島委員 

 

 

 

 

 

 

久松教育相談セ

ンター長 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

森田教育長 

 

久松教育相談セ

ンター長 

森田教育長 

 

 

れは施設計画も含めてですので、ハードソフト両方の面での研修であっ

たと思います。むすびだけではなく、ここにこ広場もやっております

し、つくしの広場といった公設のものもありますので、そういったとこ

ろと連携して、進めていければと考えています。 

 

26日でしたでしょうか。 

 

はい、一昨日の 26日水曜日でした。 

 

はい。はい。どうぞ成島委員。 

 

大曽根小学校がモデル校に入っていますが、何もまだ告知等がありま

せん。私が見逃している可能性もありますが、スクリレでいろいろと資

料が来るものの、校内フリースクールを始めたという案内はなかったよ

うな気がします。それは支援員等が整っていないからなのか、それとも

相談に来た保護者等に声掛けをしているからなのか、各校でどのような

状況なのかと思いました。 

 

まず、Ｓルームのチラシは、学校の特性を生かしたものにしないとい

けないということで、大曽根小学校は今そのチラシの検討をしていると

ころです。たたき台はこちらで出して示しています。中学校では今日上

がってきた学校もあるので、チラシに関してはもう少し時間がかかるか

と思います。体制づくりをしている最中です。 

 

Ｓルームの意味とは何でしたでしょうか。 

 

はいどうぞ。 

 

セーフ、セレクト、スペシャル、サポート、スペースです。 

 

ハートフルＳルームというのでしたね。校内フリースクールとはあま

り言わないようにしようかということです。そのようなはっきりした名

前ではなく、ハートフルＳルームというのを基本名にして、呼称は各学
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柳瀬委員 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

久松教育相談セ

ンター長 

 

 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

久松教育相談セ

ンター長 

 

校でひまわりルームや夢ルームなど、名前を変えているかもしれないで

す。 

 

例えばフリースクールの中身についてお知らせする時に、ハートフル

Ｓルームとは何かをきちんと説明できますか。ハートフルＳルームとは

何ですかと言われたら、フリースクールですと説明するのですか。フ

リースクールという言葉であればある程度共通の理解は得られると思う

のですが。 

 

１回目は、校内フリースクールという言い方をしているのですよね。

はい。どうぞ。 

 

チラシの中に、Ｓの説明ももちろん入っています。簡単にではあるも

の、活動の目的や内容が載ったチラシを作っております。そのチラシを

たたき台に、先ほど申し上げたようにそれぞれの学校の特性を組み込ん

でいただいて、それぞれの学校で案内するという形をとっています。校

内フリースクールという直接的な文言はここには入ってはいないもの

の、内容的にはそのようなものであることは理解できるかと思っており

ます。 

 

なおさらフリースクールをどのように位置づけるかとか、フリース

クールの中身については議論が必要なところではないでしょうか。それ

を一応括弧に入れておいて、とりあえず進めましょうというように、ど

うしても見えてしまいます。ただ何となくわかります、ではなくて、校

内フリースクールが何を意味しているかが大事であって、名前を変える

ことで何を狙っているのかを確認しておきたいですね。フリースクール

と言わない方が良い理由は何ですか。 

 

はい。どうぞ。 

 

すみません、訂正させていただきます。チラシを読ませていただきま

すと、４月からハートフルＳルームが始まります、ハートフルＳルーム

とは校内フリースクールのつくば市としての総称です、と最初に説明を
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柳瀬委員 

 

 

 

森田教育長 

 

久松教育相談セ

ンター長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

柳瀬委員 

 

 

 

久松教育相談セ

ンター長 

 

柳瀬委員 

 

 

入れておりますので、校内フリースクールということは理解できるかな

とは思います。 

 

そうしますと、そのフリースクールは、どのようなふうにとらえてい

ますかとは当然言われますよね。支援員の間ではその共通理解はできて

いるのですか。 

 

その下も読んだら良いのではないでしょうか。 

 

はい。まず共通理解というところでは、４月５日に支援員と学校の担

当者を集めて、市としての校内フリースクールはこのようなものだとい

うことをしっかりとお伝えしました。ただ、小学校に関しては、中学校

モデル校の事例などを聞いていても、中学校と同じようにはいかないと

ころがあるのではないかという意見もありました。それぞれの特性や

ニーズを把握して生かして進めていってほしいと、研修で伝えさせてい

ただきました。また、どのような場であるかについては、まず一つ目と

して心を落ち着かせる場であるということ、二つ目として児童生徒の社

会的自立を目指した自己決定の場であるということ、三つ目としてやっ

てみたいことや学びたいことができる場であるということ、四つ目とし

て繋がる場であるということを、案内に入れております。 

 

はい、どうぞ。 

 

時間割をどうするか、どのような形で参加できるか、Ｓルームを利用

する対象はどのような子供を想定しているのか、その辺りは案内には書

いてあるのでしょうか。 

 

すみません、そうしましたらチラシをコピーしてお渡しさせていただ

きたいと思います。 

 

そうですね、すごく大事なところだと思います。Ｓルームという呼び

名にしました、フリースクールです、と書いてあるというだけでは、中

身がよくわからないです。しかも、それが今までの特別支援クラスとは
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和泉委員 

 

森田教育長 

 

和泉委員 

 

 

 

 

 

倉田委員 

 

 

和泉委員 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

違うものであることも周知して理解してもらわないといけないので、簡

単ではないような気がします。そういうこともあって、学校も告知する

のに躊躇しているのではないでしょうか。 

 

学校が一番懸念しているのは、例えばいろいろな目的の方が集まるこ

とによって、その場で心を落ち着かせることや、居場所として過ごすこ

とができなくなってしまうことです。その場がどのようなものなのか、

というところをしっかりと練りたいという話はしておりました。その辺

りで少し時間がかかっているというのはあるかもしれません。 

 

よろしいですか。 

 

はい。どうぞ。 

 

誰が対象なのかがよくわからないと思いました。長い間学校を休んで

いた子供が対象なのか、普通に学校に通っていた子供も対象になるの

か、その説明もすごく大事かと思いました。自分の子供がここに行って

大丈夫なのかどうか、案内を受け取った保護者があまりわからないと思

いました。 

 

校内フリースクールに対する認識が保護者にどれだけあるか、でも

違ってくるかもしれないですね。 

 

多分手紙を渡すだけだと難しいのではないかという気がしています。

そもそもなぜこのようなものを作ろうとしたのか、どのようなものを想

定しているのか、それを総会の場なり、何かしら校長先生から全保護者

に向けて話す機会が必要な気がします。この手紙だけでそこまで読み取

るのは、難しいのではないでしょうか。そもそも私たちが提供したかっ

たのは、行き渋りの子供や長期欠席している子供のための場であって、

その子供たちが行こうと思うかがすごく大事だと思います。 

 

個別には案内をしているわけですよね。まずは個人的にどうですか、

と話しているということです。ですので、これは教室に行きにくくて躊
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倉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

躇っている子供に、こういった教室もあることを個別に話をした上で、

さらに全体にこういった部屋があることを認識してもらうためのお知ら

せだと思います。あまり広げ過ぎて、ここに行っている子が特別な子だ

という認識をされるのも嫌なのですよね。ですので、こういった部屋も

あるというのが、まず全体の認識になった上で、必要な子供たちには個

別にもお話をしながら、うまく活用してもらえるようにできればという

ところで、今は進める過程の中の一つだという感じですかね。はい倉田

委員どうぞ。 

 

やはり個別に適切に対応していく必要があると思います。それぞれの

子供にどのように働きかけるかという点については、状況を把握してい

る学校が保護者や本人に説明していくことがまず大切だと思います。ま

た、校長が総会等で一般の保護者にも知らせることも大切だと思いま

す。学校がその辺りのメリハリをつけつつ、基本は個別対応が一番かと

は思いますが、不登校になっている状況が個々で違っていて、ケースバ

イケースですので、状況に合わせて適切に助言していくことが必要かと

思います。そして、本人がここに来てどのように活動するかというの

を、まず自分でしっかり持つことが大切だと思います。考え方をしっか

り本人が持って、ここに来ることが何よりだと思うのですよね。 

 

やはり小学校の方が少々難しいところがあります。中学生は勉強した

いと思って来る子が結構多いですが、小学生はどちらかというとクール

ダウンしたりとか、例えば少し友達と喧嘩してしまったりして上手くい

かなくなって、少しここに行きたいとか、そういう方向が多くなるのか

なという感じはしています。中学校の事例をそのまま小学校で活用する

のはなかなかできないかなという感覚があり、やはりモデル校でスター

トするのがよかったなとは思っているところです。 

 

校内フリースクールというのが、ハートフルＳルームになったという

ことについては、イメージと違うと感じました。フリースクールという

ある種の受け皿のようなものが共有してあって、フリースクールの使い

方を示して、どうぞ使ってくださいというものかと思っていました。個

別対応できる部屋があります、良い場所がありますということであれ
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柳瀬委員 

 

 

 

 

 

 

久松教育相談セ

ンター長 

 

 

ば、教育相談の延長線上に居場所となる部屋を設けたような形という印

象を受けました。そうすると支援員は個別対応をとにかくしっかりして

いくことにいまは終始していて、校内フリースクールという場所で子供

たちがある程度しっかり勉強していく体制を取るというところまではい

かないだろうと思いました。校内フリースクールで何をしましょうとい

う議論は現時点では少し置いておいて、対象になる子供たちに、特別支

援クラスではなくて、保健室のような部屋が一つあって、そこにいる先

生が面倒を見てくれる、そういう場所がありますよと示す感じかと思い

ます。その先で、支援員がルームで具体的に子供たちにどのようなこと

をおこなっていくのかを模索していくのかなと。つまり保健室の代わり

のようなものでしょうかね。そうすると支援員の考え方云々ではなく

て、とにかく子供にまず対応するという状況なのかもしれません。でも

それがずっと続いていくと、校内フリースクールといえるのかという話

におそらくなると思います。 

 

目指すところはやはり校内フリースクールなのですよね。とにかくい

まはスタートを切ったところで、みんなが思っていることがこれから実

現されることが大事だと思いますので、これについては随時報告しなが

ら、またいろいろなご意見いただいて、段々と理想に近づけていくのが

大事かなと思います。定期的に報告を入れながら進めていきたいと思い

ます。 

 

一時避難場所という場所はとても必要なものだと思います。一度心を

落ち着けることができた後の話を今はしました。ルームという形は、ま

ず導入としてはありかと思います。 

ほかの不登校支援の執行状況はどのような形になっていますかね。施

設支援や個人支援の要綱がまずできたのかどうか、そしてどのような形

それを公表するのかをまだお伺いできていないです。 

 

支援については大分固まってきており、本当に最終段階に入っている

ところかと思います。保護者への支援に関しては、４期に分けて支援を

しようかと考えております。４月からさかのぼって申請していただく形

になるかとは思いますが、体制を構築しているところで、もう少々時間
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柳瀬委員 

 

久保田教育局次

長 

 

柳瀬委員 

 

 

 

久保田教育局次

長 

 

森田教育長 

がかかりそうなところではあります。法務課などとも相談して進めてお

ります。 

 

公表するのはいつごろを想定していますか。 

 

まず、施設運営者向けの補助については、おそらくゴールデンウィー

ク明けのタイミングで公表という形になるかと思っております。市内の

民間フリースクール等とのネットワークもありますので、そういったと

ころには直接お知らせする予定です。また、個人向けの補助について

は、先ほど久松参事からあったとおりですが、５月中には公表したいと

考えており、さかのぼって４月からという形の申請になるかと思ってお

ります。施設運営者向けの補助につきましては、おそらく概算払いとい

う形で申請いただいた１ヶ月後ぐらい、６月や７月の頭に一旦概算でお

支払いして、年度末に最後精算するというイメージです。 

個人向けの支援については、四半期に１度とするのか、４ヶ月に１度

とするのかという点は最終的に調整しますが、４・５・６月分、或いは

４・５・６・７月分という形で第１期目にお支払いして、その同じ月数

で年に３回ないし４回お支払いしていくというようにイメージしていま

す。 

 

施設要件の審査については、ある程度もう固まったわけですか。 

 

要件はある程度もう固まっております。文言の最終調整をしている段

階です。 

 

施設支援についてはゴールデンウィーク明けには公表するようなスケ

ジュール感ということですね。大変でしょうが、どうかひとつよろしく

お願いします。 

 

これにつきましても都度報告はさせていただく予定でおります。よろ

しくお願いいたします。 

 

はい。ではこの件はよろしいですか。定期的に報告できるようにして
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いきたいと思っていますので、今後ともよろしくお願いします。 

では最後に和泉委員からコミュニティ・スクールの研修についてご報

告をいただけるということになっておりましたので、お願いしたいと思

いますがよろしいでしょうか。ではお願いします。 

 

お時間を頂きありがとうございます。２月に霞ヶ関で行われた全国教

育委員会の研修に参加しました。分科会が三つあって、私はコミュニ

ティ・スクールの取り組みの分科会を選びました。同じグループにはほ

ぼ同じ規模の自治体が多く、埼玉県の深谷市、埼玉県のふじみ野市、東

京都墨田区、東京都北区の教育委員会と同じグループでした。この四つ

の中で一番先駆けて取り組んでいたのが、埼玉県の深谷市です。教育委

員の方が非常に熱心に説明をしてくれました。他の３つの自治体はまだ

始めたばかりという感じでした。深谷市の話を聞いていて、すごく大事

だと思ったことが五点ありました。一つ目は、まずコーディネーターの

存在です。この存在なしでは立ちいかないぐらいで、地域と学校をつな

ぐコーディネーターの役割の重要性を聞きました。深谷市の場合は公民

館の館長がやっていると言っていました。地域によってやり方はそれぞ

れだと思いますが、先ほどの吾妻学園では表の中ほどに書いてあった方

がコーディネーターになるのかと思ったのですが、おそらくこの方のや

り方なり理解がすごく左右するような気がしています。二つ目は、各学

校や地域の独自性をどれだけ生かせるかです。深谷市の場合は渋沢栄一

の出身地ということで、非常に愛着があるというか、地域を愛する人々

が多い印象を受けています。なぜこれが大事なのかというと、関わる人

たちが自分の地域を良くしたいという気持ちが無いと、ただ組織化して

終わってしまうことをすごく感じたからです。深谷市の場合は、「ふる

さと先生から学ぶ」と名付けて、その場でコーディネーターを中心とし

て熟議をしていく形で進めています。「ふるさと教育」を掲げるぐらい

にふるさとへの思いを共有している印象でした。三つ目が長期的な視野

で進めるということです。深谷市では五、六年かけて進めてきていま

す。つくば市でもそうでしたが、始めることとなってから１年間時間を

取って、今年から吾妻学園が本格的に始動する状況ですが、そのように

ステップを踏んで進めていく考え方がすごく大事だと思いました。四つ

目が生徒の参加です。深谷市からは具体的な話はありませんでしたが、
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森田教育長 

 

 

柳瀬委員 

 

 

和泉委員 

 

倉田委員 

 

文部科学省のコミュニティ・スクールの説明の中で、コミュニティ・ス

クールにおいて児童生徒が意見を述べる機会を設けるなどの取り組みと

して事例が挙げられていました。これは総合教育会議でずっと話し合っ

ている、主体性にも非常に深く関わることですし、児童生徒や子供の自

己決定なり自己意見表明をする機会として非常に重要だと思いました。

五つ目は、担当する先生だけはなく、学校の全職員がコミュニティ・ス

クールとは何かということを理解すること、そして地域への周知をどれ

だけ徹底させられるか、いかに地域の人たちを巻き込めるか、というこ

とです。深谷市の場合は自治会も何かすごく強い繋がりがあるようで、

自治会が自分たちで作っていこうという機運がすごく強いということで

した。教育行政の方から一方向的にやってくださいという形にならない

ためには、とにかく理解と周知に非常に時間をかける必要があるし、そ

んなに形式ばったものでなくて良いと思うので、ただ会って話すという

機会を多く設けることが非常に重要だと感じました。ですので、五つの

点について進めていくには、過程の中で熟議という言葉が何回も聞かれ

たのと、あとは地域への愛着をどれだけかき立てることができるか、つ

くば市の場合は本当に地域差が大きいと思うので、それぞれ関わる人た

ちがそれぞれの方法でやりたいようにやれるような、自由裁量度をどれ

だけ確保できるのかも大きいのかと思いました。必ずしも吾妻学園の手

法が他の学園にとってベストではないと思いますし、そこは自分たちが

やりたくなるような楽しさを持ってもらえたらうまくいくのではないか

と思いました。はい。以上です。 

 

はい。ありがとうございました。逆に何か委員にお聞きしたことでお

聞きしたいことがありますか。 

 

コーディネーターが大事だということでしたが、吾妻学園の場合はど

なたになるのでしょうかね。 

 

13番の長屋さんですかね。 

 

彼はずっと関わっていますからね。私が校長の時には PTA会長でし

た。 
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成島委員 

 

 

森田教育長 

 

澤頭生涯学習推

進課長 

 

 

 

森田教育長 

 

 

澤頭生涯学習推

進課長 

 

 

 

森田教育長 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールは学園単位ですよね。学校単位にはなりえな

いですか、今後。 

 

生涯学習推進課長どうぞ。 

 

つくば市では学園単位での導入を進めております。つくば市の教育が

小中の一貫教育で、９年間の連続した学びということで進めております

ので、そういったことを踏まえまして、つくば市では学園単位で進めて

参ります。 

 

小中学校で分科会のような下位の組織を作ろうという話も出ているの

でしたかね。特には無いのでしたかね。 

 

部会という制度を箱としては設けてあります。それはいろいろと使い

方がありまして、小学校単位でやっていただくこともあり得るかと思い

ますし、あとは祭りですとか、ボランティア活動など、そういったこと

について部会で活動をしていただくことも想定しております。 

 

学校単位の部会の活動もあって、全体の活動もあるということです

ね。 

はい、どうぞ。 

 

社会福祉の動きとしては、中学校単位でいろいろな受け皿を作りなさ

いというのがあります。例えば包括支援センターは、中学校単位に一つ

というのが前提だったのですね。筑波地域包括支援センターの場合は、

豊里中学校と大穂中学校が一緒になって、二つの中学校単位で地域包括

支援センターが一つという形になっていますが、本当は中学校単位が福

祉の単位でもあるのですよね。それを考えると、コミュニティの枠が中

学校単位になるのかなとは思います。ただ、秀峰筑波義務教育学校のよ

うに大きくなってしまうと、なかなか意思疎通は難しいだろうなとは思

いますがね。 
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成島委員 

 

 

和泉委員 

 

 

柳瀬委員 

 

倉田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和泉委員 

 

 

 

 

倉田委員 

 

 

 

 

 

 

和泉さんが言っていたとおり、つくば市は地域差がすごいから、昔か

らの人達がいるところほどいろいろと難しそうな気がします。 

 

むしろ地域愛があって、あっちの住民は違うというような意識がすご

いこともありますね。 

 

それは倉田委員に聞いてみましょう。 

 

最初はまとめるのは大変でしたが、やはり地域は同じ意識でまとまる

ことが大切ですので、そういった組織づくりをすることが何よりなので

す。そのような意識を育てることが一番です。ですので、統合したら統

合した地域が一つの地域だということをみんなに植え付けることが大切

ですし、みんなでどうするかということを協議していって、もう前のこ

とについては一切言ってはいけないと私は思うのですよね。でも、つく

ばの場合には、柳瀬委員が言ったように基本的に中学校単位ですよね。

中学校に上がってくるのがその地域の小学校の子供ですので、当然一番

理にかなっていますし。ただ、あまりにも拡大し過ぎた場合には、それ

をどのように包括するかについては工夫が要ると思うのですが、秀峰筑

波義務教育学校にしても、統合したところは文化が極端に違うわけでは

ないので、何とかやれると私は思っていました。 

 

逆に新設校のエリアがすごく難しい気がします。何をもって繋がれば

良いのかがわかりにくいですし、PTAのように義務ありきになってしまわ

ないかなと。やりたいという気持ちを持ってもらうところが鍵になるか

と思います。 

 

そこの地区の特色は何かということを分析する必要があると思いま

す。吾妻地区は何を一番メインに押し出すべきなのか、竹園地区は何が

一番素晴らしくて、アピールできるのか、そういうものをみんなで持ち

寄って、情報を出し合って作り上げていくことが大切で、それにはそれ

なりに楽しみがあるのですよね。ですので、新しいところが非常に難し

い。まだ吾妻地区や竹園地区には伝統があるのですよ。ところが、香取

台や研究学園のような全く新しい住民だけの組織となると、そこにどの
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柳瀬委員 

 

 

 

森田教育長 

 

澤頭生涯学習推

進課長 

 

 

 

 

 

 

 

森田教育長 

 

 

柳瀬委員 

 

森田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

ような地域的資源や人的・物的資源があるかを探り当てるには、なかな

か大変な苦労があると思うのです。その辺りについて、どのようにする

と早く情報を得られるかは、何か工夫しないと難しいかと思います。 

 

話し合うテーマについても、コミュニティ・スクールによって違って

くるわけですよね。基本的にこういったことを話し合いましょう、とい

うものは共通であるのですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

柳瀬委員がおっしゃったのは熟議のテーマのことでよろしいですか

ね。その点も学校に任せています。学園でどういった子供たちを育てて

いきたいのか、というところに行き着きまして、吾妻学園ではこういっ

たところが足りないよねというところもお話にありました。また、別の

ところでは、こういったところを伸ばしていきたいよねというところ

を、熟議によってみんなで共通理解を図るということになっています。

一律に絶対にこのことについて話してもらう、というようなことではあ

りません。 

 

吾妻学園を見ていると、本当に熟議が大事だということをすごく感じ

ました。みんなで議論しているのがいいなと思いました。 

 

熟議という言葉を使うわけですね。 

 

そうなのですよね。それがキーワードになっていますね。地域が新し

いから難しいとも一概にも言えないのかもしれないと私は思っていまし

て、竹園の初期の頃に私は勤め始めたのですが、新しいからこそみんな

でこの町を作っていこうというような、そういった気持ちが盛り上がる

部分もあったようにも思います。ですので、逆にこのコミュニティ・ス

クールという一つの組織をみんなででやろうということが、さらにそう

いう方向を進める起爆剤になるところもあるので、とにかくコミュニ

ティ・スクールをしっかりやっていくことが、子供たちの育ちに繋がっ

ていくのではないか、そうありたいなと思っています。逆に古い地域で
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柳瀬委員 

 

 

 

 

倉田委員 

 

 

 

柳瀬委員 

 

森田教育長 

 

 

 

柳瀬委員 

 

 

 

森田教育長 

 

柳瀬委員 

 

和泉委員 

 

柳瀬委員 

 

 

はプライドがありますからね。それをうまくまとめるのもまた大事だと

思います。それぞれ難しさは違うと思うのですよね。その難しさが違う

ところで、コミュニティ・スクールというものを核にしてうまく進めて

いくようにしたいと思っています。 

 

教育委員はどのような形でコミュニティ・スクールに関わればいいの

でしょうか。教育委員会の定例会に出てきた話をお伺いしていればいい

のでしょうか。例えば倉田先生は、コミュニティ・スクール協議会委員

になっていますが。 

 

私は校長会で頼まれて竹園東地区のコーディネーターになりました

が、そこで秀峰筑波義務教育学校には行かないでくれと言われました。

私は秀峰筑波義務教育学校にも関わりたいので行きたいのですがね。 

 

そういった関わり方もあり得るということですね。 

 

いろいろと報告しながら、全体のアドバイザーという形でアドバイス

をいただきたいとも思いますし、関われる部分は関わっていただければ

と思います。 

 

スーパーバイザー的な役割なので、そのような立場を取るのが良いか

と思うのですよね。コミュニティ・スクール協議会のスーパーバイザー

という形はおそらくないのですよね。 

 

その組織はないですよね。 

 

組織には監事も必要でしょうし、幹事も本当は必要なのですよね。 

 

コーディネーターをスーパーバイズするということですか。 

 

そうですね、コーディネーターは当事者の１人で、スーパーバイザー

ではないですからね。教育委員はスーパーバイザーの立場だと思います

ので、いろいろなところで問題が発生した時には、報告を受けてアドバ
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森田教育長 

 

 

 

 

委員一同 

 

森田教育長 

イスすることになりますかね。組織規則のようなものには書いてないで

すかね。 

 

書いてはいませんね。組織に関する記載の中で、教育委員会はそこま

で強く出ていないですかね。ただ、そのような立場であることは確かだ

と思います。 

はい。いかがですか。よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

本当に教育大綱の中で、一つの大きな柱でもありますので、私として

もこれをきちっと進めていきたいと思っています。今後とも皆様のご協

力をお願いしたいと思います。倉田委員には委員として、またコーディ

ネーターとして大切な役割ですがよろしくお願いします。 

６ 閉会 

森田教育長 

 

では時間も参りましたので、以上をもって終わりにしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 

 

 

◎会議録の調製 

調製年月日 令和５年（2023年） ５月 22日 

調製者 吉沼 正美 

 


